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近年の医療には二つのトピックスがあります。先端科学技術の発展により、 DNAチップを用いて疾患
に関与する遺伝子の発現を網羅的に解析することが可龍になり、疾患のメカニズムが次第に明らかにな
ってきました。また、プロテオーム解析により、ヒトの病慈や体質を特徴づけるタンパク質の発現変化
が解析できるようになり、薬剤感受性への対応などを含め留別化医療が可能になりつつあります。その
一方で、疾病構造の変化や QOLの向上、予訪医学への関心、薬剤投与による副作用の問題、屋療経済
の破綻などから、世界的にイ云統医学が再確認されるようになりました。欧米諸国では近代西洋室学を桔
補する医学として承認され、また日本では特に漢方を中心として医療の現場で広く応用されるようにな
ちました。臨床医の 8割近くが漢方製剤を用いたことがあるとの統計もあ号、これを受けて、医学部・
薬学部の教育の中に和漢薬・漢方を概説できることを目標にしたカリキュラムが盛り込まれたことは最
近のホットな話題です。この背景には、伝統医学の経験知を、近代科学を用いて客説的に証明する
「EvidenceBased Medicine (EBM)Jが漢方の臨床に携わる屋師、和漢薬研究者等に浸透してきたことが
あると思われます。そこで、アジアの代表的な伝統医学であるアーユルヴェーダが自本において現在以
上の発展をとげ、国民の塁療に貢献するためには、「アーユノレヴェーダにおける EBMJが是非とも必要
であると考え、その現状や研究の進展とその方向性などについて意見交換を行うことを目的にして本研
究総会を開催しました。参加者は外国人を含め、 181名を数えました臼プログラムを以下に記す。
9月23日（土） 第一日目
一般研究発表（薬物，口頭発表）
大会長講演
民族薬物データベースの構築とその応用ーウコン類生薬について
富山大学和漢医薬学総合研究所小松かっ子
一般研究発表（ヨーガ，口頭発表〉
ランチョンレクチャー
科学的研究に基づいたアーユノレヴェーダ
S. Shrinivasan サミラブ株式会社
本多義昭
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特別講演
東西の薬物交流を考える
京都大学大学院薬学研究科
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シンポジウム「アーユルヴェーダにおける EBMJ
1. アーユノレヴェーダ薬理の EBM：ギムネマ、グッグル、ショウガ
富山短期大学木村郁子
2. アシュバガンダ成分による神経変性疾患の改善作用
富山大学和漢塁薬学総合研究所東田千尋
3. アーユノレヴェーダの EBM
ノーミンチャカノレマのEBMに迫る－
富山県国際伝統医学センター 上馬場和夫
4. ヨーガによる脳波と免疫の変化
（財）島根難病研究所亀井勉
フォーラム［アーユルヴェーダの標準化と資格j
1. アーユノレヴェーダの標準化と資格
富山県国際伝統匿学センター 上馬場和夫
2. アヨマセラピストに関する社団の資格について
日本アロマ環境協会資格制度委員会 中安一成
3. 日本におけるヨーガ療法士養成について
日本ヨーガ療法学会 山間久志
4. アーユノレヴェーダ教育の壁史と展望
日本ヨーガスクーノレ加藤幸雄
5. クシャーラ・スートラ施術について
日本アーユノレヴェーダ学会 田浬賢次
一般研究発表〈ポスター発表）
9月24日（土） 第二日目
一般研究発表（口頭発表）
クシャーラ・スートラ研究会報告
特別講演 2 
まasayanaThanthra (Treatment for Progeria) 
Institute of Indigenous Medicine （スリランカ） Upali Pilapitiya 
ランチョンレクチャー
漢方医学の歴史と現在：そしてエピデンスへの取組み
富山大学大学院医学系研究科， 21世紀COEプ2グラム 嶋田豊
一般研究発表（口頭発表）
教育講演
1. Ayurvedic Dermatology 
E本アーユノレヴェーダスクール U.K.クジシュナ
2. 環境医学におけるアーユルヴェーダ的概念
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IP生命産学研究所門馬登喜大
3. Ayurvedic Treatment and Prevention of Obersity 
College of Ayuruveda, Middlesex University （じ玉） Palitha Serasinghe 
4. アーユルヴェーダの実践
金沢大学大学院自然科学研究科御影雅幸
市民公開講座「難波垣雄名誉教授メモ．リアノレ講演会j
（文責小松かっ子）
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